
トップダウン研修「学校の当たり前」  

 

 

 

 

 

 

 

◯ 職員会議ミニ研修  

・職員会議の協議事項の少ない月に  

・コンプライアンスに関する内容  

・講師は校長  

・信頼される学校づくりに努める意識を高める  

【研修例】 「いじめ撲滅」  

「個人情報の適正管理」等  

 

◯ 一人 1 講座ミニ研修  

 ・１６時４５分から１７時まで  

・全教員が一人１講座を担当  

・教えることができる内容と教えてほしい内容  

とのマッチング  

【研修例】 「理科実験の基本」  

「学級通信のつくり方」  

 

◯ ボトムアップミニ研修  

 ・学ぶ必要のある内容についての意識調査をと  

おして  

・生活習慣の徹底，環境整備の仕方などを全校  

共通化  

・全教員が学校のスタンダードとして取り組む  

【研修例】  「全校一斉清掃の進め方」  

「プール濾過器の使い方」等  

 

◯ トップダウンミニ研修  

・教えることと学びたいこと以外にも必要な内  

 容  

・教師として学ばなければならないスキル  

・講師は管理職  

【研修例】 「教師としての基本スキル」  

「懇談会で気を付けること」等  

15 分ミニ研修「付箋紙による見える化」  

ボトムアップミニ研修｢全校一斉清掃の仕方｣ 

職員会議ミニ研修｢コンプライアンス｣ 

２ OJT 実践 
 

15 分ミニ研修 OJT 

OJT キーワード 



一人１授業公開  

プロセスシートを活用した｢授業検討会｣ 

 

 

 

 

 

◯ 一人１授業公開  

・全員が授業公開  

・研究組織は学年部単位  

・授業づくりから授業検討会まで授業者を支える  

・学年部以外の教員も誘って必ず検討会を行う  

・全校授業は学年部から一つずつ出して全員参加  

検討会  

・全員授業で研究を自分事として捉える  

・4 月作成の年間計画による計画的実践  

 

◯ 授業検討会の工夫・改善  

・教育センター提案の五つの授業検討会のモデル  

から  

・プロセスシート，ワークショッ  

 プ形式，フリーカード法のほか  

に，マトリックス表の活用も  

・授業中に起きた事実を基にした  

 話合い  

・研究の視点についてだけではな  

く，日常の授業改善にもつなが  

る話合いに  

 

○ 研究ニュースの発行  

・学年部研究では，学年部以外の  

教員は授業・検討会の様子が分  

からない  

→授業の様子や成果と課題を  

共有できるように  

・互いのよさを認め合いと課題の  

共有による学び合い  

・読んでもらえる紙面づくりの工  

 夫  

 

 

校内研究 OJT 

OJT キーワード 



図書館通信  

情報ニュース  

いつでもどこでも学年部 OJT 

 

 

 

 

◯ 一斉の時間の拘束がない  

◯ 読みやすい紙面づくりと読んでもらえる声掛け  

・研究ニュース  

   研究主任が発行（前ページ参照）  

  ・情報ニュース  

   情報主任が発行  

校内ＬＡＮ整備に伴う運用上の留意点や，  

ランニングコストの問題，情報モラル等に  

ついての情報提供  

・その他  

   打合せ回数を週に一度で 15 分に精選  

分掌ごとに作成・配付  

指導に役立つ，共通理解が必要などの内容  

【例】図書館通信，特活だより，代表委員会  

だより 等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ いつでもどこでもできる OJT 

◯ ファシリテーターが働き掛け  

◯ 学年主任等に，子どもついての話題，授業の  

話題が多く出るよう依頼  

◯ 疑問が出たら，その場で始まる研修  

【例】 

・リズム遊びの指導法からリズムセッション  

・学芸会で欠席児童の代わりを立て方  

 

 

 

学年部 OJT 

OJT キーワード 

紙上 OJT 

OJT キーワード 


